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慶應義塾大学　日本語・日本文化教育センター紀要
『日本語と日本語教育』53：45–55（2025.3）

会話の応答におけるメタ言語表現の使用

―発話意図への言及―

田 中 妙 子

1. はじめに

会話は、一人の参加者の発話に対して次の参加者が何らかの発話で応答

する過程を繰り返しながら進行する。本稿では、その応答部分において発

話者がどのようなメタ言語表現を用いるかを観察する。ここでいうメタ言

語表現とは、自分または相手の用いる言語コードについて言及する表現を

指し、会話の中では、情報のやり取りとは別の次元で、このメタ言語表現

によるやり取りが行われていると考える。

田中（2018）では、会話で相手の発話に応答する際にどのようなメタ言

語表現が用いられるかを概観し、田中（2020）、田中（2024）では、発話

者が会話展開の異常に言及することによって、会話展開を調整・修正する

という機能について分析を行った。また、田中（2023）では発話者が相手

の言語形式の異常に言及することによって、相手と自分との意識の違い

や心理的距離を測りつつ話題や発話内容を調整する機能について分析を

行った。

以上の調査・分析では、会話の応答に見られるメタ言語表現のうち、相

手との会話展開に言及するもの、および相手の言語形式に言及するものを

取り上げたが、本稿では、第三のメタ言語表現として、相手の発話意図に

言及するものについて用例を採取し、分析を行うこととする。これは、相

手の発話の意図や目的を言語によって明示することによって、何らかの機
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能を発揮する種類のメタ言語表現である。

2. 研究対象と用語の定義

これまでと同様、分析の記述のため、会話参加者の一方が何らかの発話

を行い、もう一方がその内容に応答するという発話連鎖を「第一発話」と

「応答」に分ける。そして、第一発話を行う者を「第一発話者」、それに

対して応答する者を「応答者」と呼ぶ。分析は「応答者」が「第一発話」

のどのような要素について言及したかに注目して行う。なお、「第一発話

者」は基本的には「応答者」に向かって発話をするが、三者以上が参加す

る会話では、それに当たらない場合もある。例えば、発話者 Aと発話者 B

のやりとりを発話者 Cが聞いて、発話者 A、または発話者 Aと Bの発話

に対して何らかのメタ言語表現を発するというような場合である。その場

合は、発話者 Cを「応答者」とする。また、「第一発話」は必ずしも一回

のターンとは限らず、複数のターンによって構成されることもある。さら

に、「第一発話」と「応答」との隣接ペアの間に、別の発話や隣接ペアが

入り込む場合もある。

3. 分析

以下、応答者が第一発話者の何に言及し、どのようなメタ言語表現を

行っているかを整理する。

用例は、問題とするメタ言語表現を下線で示す。また、［　］に筆者が

内容理解のための補足情報を加え、【　】に用例出典の略称を示す。出典

一覧は稿末に記す。

3.1 相手の発話意図を推測し、指摘・確認する

最も典型的な例として、応答者が第一発話者の発話からその発話意図を

推測し、発話行為の型として指摘・確認するメタ言語表現が挙げられる。

例 1～6は、相手の発話の意図を「皮肉、告白、脅し、褒め、自慢、当てこ
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すり」といった発話行為として捉え直し、それを指摘したり確認したりし

ている。
例 1　［定食屋の店主源治と警察官の世々塚、虎松がニュースを見ている。女性

キャスターの伊織が殺人事件について報道している。］世々塚「はぁ……伊
織さまは今日も最高だなぁ」源治「五年も経ったら迷宮入りだろ……警察は
ちゃんとやってんのかよ」世々塚「おいおい源治さん。それは俺たちに対す
る皮肉っすか」源治「あんたらのことは警察だと思ってねえよ」虎松「おお
い！（苦笑）」【unknown85】

例 2　加藤「なあ、俺さ、前に女の子に興味ないって言ったよな」世之介「え、
そんなこと言ったっけ？」加藤「…俺さ、男の方がいいんだよ」世之介「え」
加藤「…わかるか？」世之介「それって…え、俺に告白してるってこと？」
加藤「してねえよ、お前タイプじゃねえし。とにかく、そういうことだか
ら、それで、今後、付き合いづらいようだったら、もう家来なくていいし」
【横道 24】

例 3　［警察の不祥事を取材している三上記者が山崎刑事の写真を撮る。］山崎
「自分たち、勝手に発言できませんから。署の回答が公式なんで。肖像権侵
害はなくても、場合によっては公務執行妨害になりますから、国民として
のご用がなければ退去してください」三上「それ、脅しですか？」奈良「お
い……！」【ポチ 70】

例 4　［茂はライブハウスの経営権を浩太に譲った。経営が順調に行っているこ
とを浩太に感謝する。］浩太「どうして俺だったんすか？」茂「お前しかい
なかったんだ」浩太「それ、褒め言葉ですかね？」茂「最大級の賛辞のつも
りだよ」浩太「へへっ…あざす」【イージー 43】

例 5　直木「33歳、おめでとう」乾杯する二人。直木はコックコートのまま。
しかし一緒にテーブルに着いている。　悠依「ありがとう。あーーでも 33

か。歳とっちゃった」直木「中学んときからさほど変わんないけどな」悠依
「一応、褒め言葉として受け取ります」直木「（笑って）…まあ、食べてよ」
悠依「うん、いただきます」【100万 30】

例 6　貫多「それって、もしかして、コンパというやつか？」正二「ああ」貫多
「じゃ、女もくるんだな」正二「女子大に行ってる子もくるって言ってたな」
貫多「それって、ぼくとかが混じっていちゃまずいのか？」正二「そりゃ、
まずいだろうな、もともと俺が声かけての集まりじゃないし、もう人数が決
まった上で店もセッティングしてあるんだろうし」貫多「何だ、そりゃ、自
慢かい？　女子大に行ってる子がどうのこうのなんて、こっちが聞いてな
いことまで得々と披露したりして、それは中学しか出てないこのぼくに対す
る、当てっこすりのつもりか？」正二「馬鹿、お前がコンパなのかって聞く
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から、そうだと答えてやったまでのことだろ」【苦役 84】

また、例 7～9では、応答者が第一発話者の発話に含まれる裏の意図や

特別な感情について推測し、指摘している。例 7では、第一発話者の野球

選手に対する批判的な発話から、応答者は「ひがみ」の感情があることを

推測して指摘し、例 8では、第一発話者の「音楽は技術だけではない」と

いう発話から、演奏技術の不足をごまかそうとする行為を応答者は「逃

げ」と推測して指摘している。また、例 9では、「相手を緊急連絡先にし

たい」という第一発話者の発話に応答者は「プロポーズのニュアンス」が

込められていると推測し、それを指摘している。
例 7　［春文がプロ野球選手からサインをもらって喜んでいる。］御所「ふーん、

そんなに嬉しいんだ」春文「そりゃ、スター選手ですよ」御所「飛んでる
ボールを棒で叩くのが上手いだけの人間だけどね」春文「は？」御所「ま
あ、走るのがホモ・サピエンスの中で早いだけで世界的なスターになれる時
代だからね。そこらの犬より遅いのに」春文「え、なんすか。ひがんでるん
ですか？」御所「ボールを棒で叩くのが上手い人間の筆跡がそんなに嬉しい
か」【217円 16，17】

例 8　［渚が原田のギターの腕をほめる。］渚「言っておくけど原田とか、超うま
かったよ？　圭人の 10倍ぐらい」圭人「いや…技術だけじゃないから…音
楽って」渚「出たよ、この逃げ方…」【コンフェ 49】

例 9　［高橋が家族でも恋人でもない咲子を緊急連絡先にしたいと言ったことに
カズくんは違和感を覚える。］カズくん「え？　俺がおかしいのか？　この
感覚」高橋「（即答）はい」カズくん「や、絶対そんなことないし！　あ、あ
と緊急連絡先のくだり聞きようによってはプロポーズだろ！　そういうニュ
アンスちょっとは込めてるでしょ？」高橋「咲子さんそろそろ会社にいかな
いと」カズくん「（思わず）無視すんなよ」【恋せぬ 18，19】

さらに、第一発話者の発話内容や発話態度から、応答者が何らかの事柄

を解釈し、指摘・確認する例も見られる。例 10～12では、第一発話者の

発話から下線部の内容を解釈し、それを指摘・確認している。また、例

13，14では、親しい間柄の被害者について何の情報も提供しないことや、

「ちょっと話があるんだ」と切り出しながら「何でもない」と話題を取り

下げたことから、第一発話者の思考や意識を解釈し、それを指摘・確認し
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ている。
例 10　［正二が機械を上手に操作した後で］貫多「おめえ、器用だな」正二「ま

あね、ああいうのは、コツ掴むと簡単だから」　貫多「ぼくの頭が悪いって
言ってるのかい」正二「そんなこと言ってないだろ」貫多「どうせ中卒だし
な」正二「何言ってんだよ」【苦役 73，74】

例 11　［渡辺が深夜に帰宅して、うどんを食べようとする。］詩織「これから食べ
るの？」渡辺「……自分でやるよ」詩織「洗うのは私でしょ！」渡辺「（苛
立ち）……」うどんを流しに投げつけた。　詩織「……」渡辺「俺はな、ク
ソ暑い中、働いて帰って来たんだよ！」詩織「だからッ？　感謝しろ？」バ
スルームへ向かう渡辺。【さよなら 106】

例 12　［シェアハウス内。司は彰が当たりくじを盗んだと疑っている。彰は犯人
ではないが、真犯人のために、真相を隠している。］彰「……じゃあもう、ど
うすればいいのかわかんねえよ」司「それは認めるってことだな？」彰「い
いのか？　今から話す俺の話のせいで、お前ら全員、めちゃくちゃになる」
【高額 33】

例 13　［刑事の亨が料亭の女将に従業員だった粕谷について聞き込みをする。］亨
「粕谷さんの自殺の動機に心当たりはありますか？」女将「いえ。あのコは
もう何年も前にウチを辞めていましたからね……」亨「そうですか……こち
らの料亭は亡くなった天沢大二郎さんもよく利用していたそうですが、粕
谷さんと天沢さんが会ったことはあるのでしょうか？」女将「どうでしょう
かね？　天沢さんが来たかどうかも忘れていまいました」亨「……何か隠し
ていると判断していいですか？」女将「（微笑んで）お役に立てなくて御免
なさいね。では、お引き取りください」【相棒（13）91】

例 14　リエとソンホが歩いてくる。　ソンホ「リエ」リエ「なに？」ソンホ
「ちょっと話があるんだ」リエ「何？」ソンホ「いや、何でもない」リエ「（笑
う）って言うときは、何かあるよね」ソンホ「さらっと聞いて正直に答えて
くれればいい」リエ「だから、何？」【かぞく 106】

3.2 相手の発話意図を推測し、働きかける

応答者が第一発話者の発話からその発話意図を推測して指摘する点では

3.1と同様であるが、その上でさらに相手に対して直接的な要求を行って

いる点が異なる。例 15～19では、応答者は第一発話者の発話から「答え

をはぐらかしている」「自分たちに物申して（意見して）いる」「自分を馬

鹿にしている」「言い訳をしている」「自分を慰めている」といった意図を

推測し、それを止めるように働きかけている。
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例 15　裕美「たっくんってさ。寂しくなったりしないわけ？　夜、一人でいると
きとか」拓也「寂しくないわけないよ」裕美「でも、それをどうにかしたい
とも思わないんでしょ？」拓也「さすがよくわかってるね」裕美「どうして
なの？」拓也「知らないよ。生まれつきじゃない？　そういう性分なんだろ
うな、きっと」裕美「ずるいよそういうの。ちゃんと考えて答えて。はぐら
かさないで」拓也「俺にも全然わかんないんだよ。だけど、全然これでいい
んだよ。本当に満足なんだ」【イージー 46】

例 16　［警察学校の同期である藤と源が口喧嘩をしているのを、山田が止める。］
山田「やめましょう。この件、警察学校時代から見飽きてます」藤と源、山
田の頭を交互に引っぱたき、　藤「モノ申すな、山田のくせに」源「黙って
ろ、山田の分際で」【ハコヅメ 34】

例 17　［司は潤が子供の時に作詞作曲した歌を歌い出す。］司「咲くよー、咲く
よー、コースモスが、咲くーよー」潤「やめろって！　幼少期の俺が頑張っ
たの！　俺を馬鹿にしても、幼少期の俺は馬鹿にするな！」【高額 31】

例 18　大家の息子「何で来ないの？」貫多「はい？」息子「張り紙に書いてあっ
たでしょ、家賃持ってきて下さいって」貫多「すいません、今、色々たて
込んでて」息子「言い訳はもういいよ。あさってまでに出て行ってよ」貫多
「そんな、急に言われても」息子「（カッとなって）急じゃないだろ、お前、
いい加減にしろよ、何度も何度も催促して、いっこうに払わないじゃない
か。母親なんか、参っちゃって寝込んでんだ。今すぐ出て行ってくれ。出
て行かないんだったら警察呼ぶからな」【苦役 79】

例 19　［オギノ、トミタ、コマキの妻は三姉妹。妻たちの父親（義父）が危篤の
ため、三人は車で病院に向かっている。オギノは妻との離婚を考え、落ち込
んでいる。］トミタ「…でも、一番オギノさん気に入ってましたよ。お義父
さん」オギノ「…いいよ、そういうの」トミタ「だって四半期に一度はさす
がに来てないですもん、家には」コマキ「（同意）思いました。うちなんて
一回も来てないっすよ」オギノ「え、そうなの？」【高速 62】

3.3 自分の発話に対する誤解や不適切な対応を修正する

応答者が第一発話者の発話意図を推測し、それを否定して修正を加える

メタ言語表現である。例 20～22では、波線部分の第一発話者の発話が応

答者の発話に対する誤解に基づいて行われているため、応答者はその誤解

を修正するための応答発話を行っている。
例 20　［雅男が妻の鷹子に友達と食事をすると言う。］鷹子「ともだちって、誰？」

雅男「う～ん、タカちゃんの知らない人？」鷹子「ふーん」雅男「あ
::
、
::::
女
::::
子
::
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じ
::::
ゃ
::
な
::::
い
::::
か
::
ら
::::
ね
::::
」鷹子「何も言ってないけど」雅男「ウソじゃないよ、名前

はね、山田ゴスケ」鷹子「ふーん、つくったみたいな名前だね」【富士（17）
89】

例 21　［依子はいつもアパートの隣人の会話を盗み聞いている。］美紀「ああ、あ
の人かあ、働いて無さそうだったね」依子「そうそうパチンコばっかやって
んの、でもなんか一応バイトはしてるんだって、言ってた」美紀「それ全部
盗み聞いてたの？」依子「だって、暇だから」美紀「よ

::::
く
::::
寂
::::
し
::
く
::::
な
::::
い
::
ね
::::
」依

子「ねえ美紀」美紀「何よ」依子「寂しくないなんて誰が言った？」美紀
「、、寂しいの？」依子「すっごい寂しい」【徒歩 21，22】

例 22　［ハナが恋人に多額のお金を貸していることを理子は怒っている。］理子
「（溜息まじり）あーもう、アンタって頭イイのに、なんでこんなにバカなわ
け？」ハナ「（喜び）ほ

::::
、
::
頭
::::
イ
::::
イ
::
！
::::
」理子「褒めてないから全然」ハナ「（肩

をすくめ）」【ロビン 59】

また、例 23～29は、波線部分の第一発話者の発話が、応答者の知りた

い内容や求めている反応とは異なるため、相手の不適切な反応を修正しよ

うとしている。
例 23　妙子「私の幸せの邪魔をする気？！」かおり「……幸せ、幸せって、何

よ！　何が幸せよ！　ターコの幸せって、いったい何よ？！」妙子「権
::::
利
::::
よ
::

！
::::
　
::
権
::::
利
::::
！
::
　
::::
私
::::
に
::::
だ
::
っ
::::
て
::::
幸
::
せ
::::
に
::::
な
::
る
::::
ケ
::::
ン
::
リ
::::
が
::::
あ
::::
る
::::
の
::::
よ
::::
！
::
」かおり「そんな事

聞いてんじゃないでしょ？！」妙子「私が幸せになっちゃ、いけないってい
うの？！」かおり「だから、その幸せって、いったい何なのよ？！」【ノー
メイク 99】

例 24　［真木がスマートグラスをかけて、AIで保坂の経歴を調べる。］保坂「何
をしてるッ！」グラスを外す真木。真木「お

::::
二
::::
人
::
の
::::
経
::::
歴
::::
を
::
確
::::
認
::::
さ
::
せ
::::
て
::::
い
::::
た
::

だ
::::
こ
::
う
::::
と
::::
。
::
首
::::
長
::::
権
::::
限
::::
で
::::
個
::::
人
::
デ
::::
ー
::::
タ
::
に
::::
ア
::::
ク
::
セ
::::
ス
::::
で
::::
き
::::
る
::::
の
::::
で
::
」佐伯「個人データ

に!?　もちろん制限はあります。公開情報以外には、許可なくアクセスでき
ません」保坂「そんな事は聞いてない！　その態度は何だと言っている！」
佐伯「そうだ、失礼にもほどがあるだろう！」【17才 33】

例 25　［みさとは、娘の防水タブレットが故障したことについて、クレームの電
話をかけ、智子が対応している。］みさと「自己責任？」智子の声「申

::::
し
::::
訳
::

ご
::::
ざ
::
い
::::
ま
::::
せ
::
ん
::::
」みさと「だから、謝れって言ってんじゃないの。なに、自己

責任って？　これ防水なんでしょ、ちょっと雨に濡れたくらいで、子供の勉
強、どうすんのよ」智子「申

::::
し
::::
訳
::
ご
::::
ざ
::::
い
::
ま
::::
せ
::::
ん
::
。
::::
で
::::
す
::
が
::::
、
::::
こ
::::
ち
::
ら
::::
で
::::
は
::
こ
::::
れ
::::
以
::

上
::::
対
::
応
::::
致
::::
し
::
か
::::
ね
::::
ま
::::
し
::
て
::::
、
::::
誠
::
に
::::
申
::::
し
::
訳
::::
ご
::::
ざ
::
い
::::
ま
::::
せ
::::
ん
::::
」みさと「だから、謝って

欲しいわけじゃない！」【民衆 46】
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例 26　［良子の息子の悠希はバイク事故で亡くなっている。良子はサッカーの
話をした後、同じ事故で怪我をしたりょうの体調について質問したつもり
だったが、りょうはサッカーについて質問されたと誤解して答える。］良子
「そっかー。じゃあ知らないか。まあ、私も、悠希の試合しか見たことな
かったけどね」りょう「…」良子「りょうくんは？」りょう「僕

::::
も
::::
、
::
悠
::::
希
::::
の
::

試
::::
合
::
だ
::::
け
::::
見
::
た
::::
こ
::::
と
::::
あ
::
り
::::
ま
::::
す
::
」良子「あ、ごめんんそうだよね、聞き方間違え

た。りょうくんは、最近どう？」りょう「…！」顔が強張るりょう。　良子
「身体はもう大丈夫？」りょう「…はい。大丈夫です」【クロス 69】

例 27　［咲子の親友が連絡なしに引っ越ししてしまった。カズくんは咲子が高橋
の意見に賛同していることに違和感を覚える。］高橋「……まぁ、もう気に
しない方がいいのでは？」咲子「それってどういう（意味ですか？）」高橋
「引っ越しも電話番号の件も然り、自分から離れていった人に執着しても仕
方ないです。咲子さんも離れたい相手にしつこくされるの嫌ですよね？」咲
子「…

::::
…
::::
そ
::
れ
::::
は
::::
…
::
…
::::
そ
::::
う
::::
、
::
で
::::
す
::::
ね
::
」カズくん「いやいやいや。ですね、じゃ

ねえから！」【恋せぬ 28】
例 28　［初対面の二人。翔子は自己紹介をするが、サチは母の代理で来ていて不

機嫌。］翔子「元ヤン？　私にはわかる、そうでしょ？」サチ「質問ですか？
　違います」翔子「え

::::
～
::::
そ
::
う
::::
か
::::
な
::
？
::::
」サチ「そうかなって意味わかんない違

うし、勘弁してくれないかな代理なんで私、帰ろうかな」【日曜 18】
例 29　［信二は会社で水族館のチケットをもらい、妻の愛子に見せる。］信二

「……まあ、別に嫌やったらええけど（と、ご飯を食べる）」（中略）信二
「……いや、ええことないわ。やっぱり行こうみんなで」愛子「……なん
で？」信二「なんでってことはないやろ愛子。水族館行くのになんでってこ
とは？」愛子「でも、そんなの行ったことないし」信二「だから行こうや。
この機会逃したら一生行くことないかもしれんで」【神の子 99】

さらに例 30，31では、第一発話者の発話が、会話のルールや発話のタ

イミングの面で不適切であるため、それを修正しようとしている。
例 30　［宏之は恵理の顔が若返っていることに違和感を覚え、理由を聞こうとす

るが、逆に恵理に質問される。］宏之「いや、だからなんか、会った時の感
じの、顔というか、なんだろ、そういう、初めて会った時の感じというか」
恵理「そ

::::
れ
::
は
::::
ど
::::
う
::::
い
::::
う
::::
あ
::::
れ
::
な
::::
の
::::
で
::
し
::::
ょ
::::
う
::
」宏之「いやこっちが聞きたいんだ

けど」恵理「……何でてんぱってんの？」宏之「え？　や、怒る顔しない
でよ」恵理「怒ってはないよ怒ってないけど誕生日過ぎて嫌味かなーって」
【きれい 87】

例 31　［信二が妻の愛子に借金があることを話した後で］愛子「あのさぁ……、
子ども、できたみたい」信二「え……」愛子「ご

::
め
::::
ん
::::
、
::::
こ
::
ん
::::
な
::::
タ
::
イ
::::
ミ
::::
ン
::::
グ
::



53

で
::::
」信二「いや、なに言うてんねん！　むちゃくちゃうれしいやんか!!　そ
うかー！」【神の子 92】

3.4 相手の発話意図を問う

会話展開の不適切さや発話の曖昧さから、第一発話者の発話意図が推測

できないため、応答者が第一発話者の発話意図を問うメタ言語表現であ

る。例 32～35では、第一発話者が何を言おうとしているのかを応答者が

問う発話をしている。また、例 36では、第一発話者の発話に違和感を感

じたため、応答者が「なに、どうした？」と状況を問う発話をしている。
例 32　［シェアハウス内で当たりくじの券がなくなった。］司「俺らが昨日寝た

時、当たりくじはこの封筒に入れたままだったはずだよな？」彰「そのは
ず」司「なのに誰も持ちだしてないって。おかしいだろ、どう考えても」彰
「……何が言いたいの？」司「分かるだろ？　この中の誰かが、盗んでんだ
よ！」【高額 25】

例 33　［取引相手の野木が小学生社長の浩に無理な提案をする。生島は浩の部下
であると同時に、父親でもある。］生島「納得いたしかねますね」眉をひそ
め唇を結ぶ野木。　野木「何ですかいきなり」生島「まだ子供なんだからこ
ちらの言う事聞いてればいい？　弊社は適切に業務を遂行し御社はそれに
見合った対価を払う。そこに上下関係はありません。子供がどうかも一切
関係ない。寧ろそんな事言っている方がよほど子供です」悟「……パパ」野
木「さっきから何が言いたいんだ君は！」生島「先ほど説明した通りです。
弊社はご要望通り対応させて頂いている。文句を言われる筋合いは一切な
い」【代表 84】

例 34　弟「もしもユカが、他の男と不倫してたら、俺は泣いちゃうな～」兄「な
んの話をしてるんだ」弟「犯罪の話」【コタキ 24】

例 35　［裕美が大手企業から内定をもらう。］拓也「スーツ着るんだ？」裕美「スー
ツ？　まあ着るだろうね」拓也「毎日ミーティングとかするんでしょ？」裕
美「わかんないけど、するんじゃない」拓也「すっげー」裕美「なにそれ」
拓也「それって本当にすごいことだと思うよ」【イージー 45】

例 36　［春文がプロ野球選手からサインをもらって喜んでいることを店の同僚に
馬鹿にされる。その後、店長の佐藤にも同じ話をするが、佐藤は同僚とは
違う一般的な反応を示す。］春文「ねえ店長、さっき野球の清州がきて、サ
インもらっちゃいましたぁ」佐藤「え、そうなんだ！　羨ましいっ」春文
「……ですよね？」佐藤「ん、なに、どうした？」春文「あ、いや、なんで
も……。やっぱ明日学校で自慢しよーっと」【217円 18】
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4. おわりに

応答者が第一発話者の発話意図に言及し、それに関して確認、要求、修

正、質問などを行うと、第一発話者が何らかの反応を示す。それによっ

て、第一発話者と応答者の間に共通の認識が生まれ、その新たな認識に基

づいて会話の展開や内容が調整されることになる。このような調整が会話

の参加者の相互理解を高める場合もあれば、逆に心理的な葛藤や対立を生

む場合もあるが、いずれにしても、会話の中では、こうしたメタ言語表現

が会話の展開や内容を動的に変化させる重要な要素となる。今後はさらに

多様な用例を採取し、メタ言語表現の機能が生む効果について考察を深め

たい。

用例資料

（1）シナリオ作家協会編『年鑑代表シナリオ集』所収
　【ポチ】高橋玄「ポチの告白」（2009 年版）／【苦役】いまおかしんじ「苦役列車」（2012 年
版）／【かぞく】ヤン・ヨンヒ「かぞくのくに」（2012 年版）／【横道】沖田修一・前田司郎
「横道世之介」（2013 年版）／【さよなら】高田亮・大森立嗣「さよなら渓谷」（2013 年版）
（2）映人社『ドラマ』所収
　【徒歩】前田司郎「徒歩 7 分」（2015 年 7 月号）／【相棒（13）】輿水泰弘「相棒 season13」
（2015 年 8 月号）／【富士（17）】木皿泉「富士ファミリー 2017」（2017 年 2 月号）／【民
衆】黒沢久子「民衆の敵～世の中、おかしくないですか!?」（2017 年 12 月号）／【きれい】
加藤拓也「きれいのくに」（2022 年 7 月号）／【17 才】吉田玲子「17 才の帝国」（2022 年 7

月号）／【恋せぬ】吉田恵里香「恋せぬふたり」（2022 年 8 月号）／【代表】宮本真生「代表
取締役息子」（2022 年 11 月号）／【100 万】安達奈緒子『100 万回言えばよかった』（2023 年
3 月号）／【ノーメイク】水橋文美江「ノーメイクの悲劇?!」（2023 年 3 月号）／【ロビン】
野木亜紀子「さよならロビンソンクルーソー」（2023 年 5 月号）／【日曜】岡田惠和「日曜日
の夜ぐらいは…」（2023 年 6 月号）／【unknown】徳尾浩司「unknown」（2023 年 7 月号）／
阿部凌大「高額当選しちゃいました」（2024 年 1 月号）／【イージー】片岡陸「イージーライ
フ」（2024 年 1 月号）／【クロス】島崎杜香「クロスロード」（2024 年 1 月号）／【高速】武
田雄樹「高速を降りたら」（2024 年 5 月号）／【コタキ】野木亜紀子「コタキ兄弟と四苦八
苦」（2024 年 5 月号）／【217 円】神谷克麻「217 円の絵」（2024 年 9 月号）／【コンフェ】
澤田航太「コンフェッションズ」（2024 年 9 月号）／【神の子】川恵美・野田慈伸・柴田岳志
「神の子はつぶやく」（2024 年 9 月号）／【ハコヅメ】根本ノンジ「ハコヅメ～たたかう！交
番女子～」（2024 年 10 月号）
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